
蚊媒介感染症に気をつけて 

蚊媒介感染症の中でも、特に海外で流行しているデング熱などは、新型コロナウイルス感染症流

行による訪日外国人旅行者数、出国日本人数減少に伴い、2020年以降報告数が激減しました。し

かし訪日外国人旅行者数に関しては2023年にコロナ禍前の水準まで回復しています。今後さらに

海外との交流が活発になることが予想されるため感染者数増加に注意が必要です。 

デング熱の感染地域の内訳は右図の通りです。

日本から旅行、出張、留学で渡航者が多い東南アジアや 

南アジアでの感染が多くみられます。 

マラリアはアフリカ、ジカウイルス感染症は中南米での

感染が多くみられました。

デング熱はアジア、マラリアはアフリカでの感染が多い 

蚊媒介感染症への対策は・・・ 

１ 蚊に刺されない！ 

長袖・長ズボンを着用し、肌の露出を減らす。 

虫よけ剤を使う。 

蚊取り線香・蚊帳を使用する。 

２ 蚊を増やさない！ 

水たまり（幼虫のすみか）を作らない。 

下草（蚊のたまり場）を刈る。 

３ 蚊媒介感染症を疑う症状が出たら 

早期診断・早期治療が大切。 

速やかに受診し、渡航歴を伝える。 

神奈川県内の主な蚊媒介感染症の発生動向年次推移 

＊2011年からチクングニア熱、2016年からジカウイルス感染症が 

全数把握対象疾患となりました。 

〇神奈川県の蚊媒介感染症の届出では、デン

グ熱が最も多く、マラリアも少数ながら届出

があります。 

〇デング熱、ジカウイルス感染症、チクング

ニア熱の原因ウイルスはネッタイシマカ、ヒ

トスジシマカが媒介し、マラリア原虫はハマ

ダラカという蚊が媒介します。

〇蚊媒介感染症は、ほとんどが国外感染例で

すが、2014年にはデング熱の国内感染例が報

告されており、国内でも国外でも、蚊への注

意が必要です。 

※日本脳炎は左記期間中の神奈川県内の報告

はありませんが、他の自治体では国内感染例

も報告されています。

〇2020年以降は、新型コロナウイルス感染症

の流行で、訪日外国人旅行者数、出国日本人

数ともに減少したため、海外で流行している

デング熱の届出数も減少しました。 

〇しかし、海外との人の移動制限緩和に伴

い、訪日外国人旅行者数、出国日本人数とも

に増加しており、今後、より注意が必要で

す。 
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